




































































































































































































































































































































































ない彼ら特有の「音声の同化（Is he → Is’e）」・「消失（buy it → bait）」、「わたり音（Cut 
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Parks are filled with people 














ゲタ get out, get away, get up… 
ミッシャン Miss Young, 




















日本語の発音 (5 つの母音)。 
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Japanese English →Open Japanese 
 
私はニホン英語を Open Japaneseと呼
んでいます。 
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付加疑問形は何千何万種も？ 
。 
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世界の英語 
 
 
世界の英語の輪 
 27
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ニホン英語 
 
ニホン英語もその仲間です。 
ニホン英語の例文集 
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ニホン英語好きですか 
授業グラフ 
 
ニホン英語の授業を受けて後 
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